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●貴船園ヘルパーステーション 
 TEL  (083)223-0263  FAX  (083)223-0276 

●貴船園居宅介護支援事業所 
 TEL  (083)223-0275 FAX  (083)223-0276 

●貴船園訪問看護ステーション 
 TEL  (083)223-0262 FAX (083)223-0276 

●特別養護老人ホーム 貴船園 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園ショートステイ 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園デイサービスセンター 
 TEL  (083)223-0265 FAX  (083)223-0271 

基本理念 

「救療済生」の精神に基づき、心のかよう質の
高い福祉を提供します 

１ 利用者の意思や人格を尊重し、利用者の 
   立場に立った福祉サービスを提供します 

２ 明るい笑顔と誠実な態度で接し、利用者や 
   家族が住みなれた地域の中で、安心して 
   生活できるよう支援します 

３ 一人ひとりが専門職としての倫理と誇りを 
   持ち、常に知識・技術の向上のため研鑽に 
   努めます 

４ 地域社会との連携を図り、地域とともに歩 
   む施設を目指します 

基本方針 
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新
年
の
抱
負 

 

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
さ
て
、
済
生
会
貴
船
福
祉
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
は
開
設
以
来
十
年
目
を
迎
え
ま

す
。
伝
統
あ
る
特
養
、
新
た
に
開
設
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
居

宅
介
護
支
援
、
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
の

各
事
業
所
は
、
こ
の
間
着
実
に
実
績
を
積

み
上
げ
、
地
域
に
必
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
賜
物
で
す
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
く
に
貴
船
町

の
皆
様
に
は
「
火
災
等
災
害
時
応
援
協

定
」
を
結
ぶ
等
ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
及
び
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

当
セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
私
た
ち
職
員
一
同
は
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
研
鑽
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
、
「
済
生

会
」
に
よ
り
一
層
の
信
頼
を
頂
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。 
 

当
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
三
段
跳
び
に
例

え
ま
す
と
、
初
期
の
十
年
は
「
ホ
ッ
プ
」

の
期
間
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
は
「
ス
テ
ッ

プ
」
の
期
間
と
し
、
次
の
「
ジ
ャ
ン
プ

（
飛
躍
）
」
に
向
け
着
実
に
力
を
蓄
え
て

い
く
期
間
と
し
て
位
置
付
け
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

今
年
の
干
支
は
「
未
（
ひ
つ
じ
）
」
で

あ
り
ま
す
。
未
は
家
族
安
泰
、
豊
穣
の
象

徴
で
す
。
皆
様
に
。
実
り
の
多
い
穏
や
か

な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 

忌宮神社へ初詣 みんなで記念撮影 

職員・ボランティア様と玄関前で記念様影 



「
貴
船
園
の
誕
生
会
に
お
伺
い
し
て
」 

 
 

 
 

豊
華
会 

 

代
表 

羽
仁
輝
子
様 

 
 

 

舞
踊
豊
華
会
と
申
し
ま
す
。
私
達
は
『
踊
っ

て
心
に
灯
り
を
。
踊
り
の
輪
を
人
の
和
に
』

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
貴
船
園
に
来
さ
せ
て
頂

い
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
貴
船
園
の
移
り

変
わ
り
を
、
私
達
の
年
輪
と
し
て
頑
張
ら
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

貴
船
園
に
初
め
て
お
伺
い
し
た
頃
を
思
い

出
し
ま
す
と
、
未
熟
で
皆
さ
ん
の
前
に
で
る

こ
と
が
恥
ず
か
し
く
て
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

踊
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
達
を
温

か
く
見
守
っ
て
下
さ
り
一
緒
に
手
拍
子
し
て

下
さ
り
一
緒
に
踊
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
会

員
一
同
う
れ
し
く
て
涙
の
出
る
思
い
で
し
た
。

私
達
は
貴
船
園
の
皆
さ
ん
に
育
て
て
頂
い
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
 

こ
ん
な
私
達
で
す
が
、
少
し
で
も
人
様
の

お
役
に
立
て
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
、
地
域
の

文
化
祭
又
下
関
芸
能
祭
な
ど
に
も
参
加
又
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
か
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
貴
船
園
の
入
所

者
の
方
々
の
、
あ
の
温
か
い
ご
声
援
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

毎
年
三
月
に
お
伺
い
さ
せ
て
頂
く
事
を
会
員

一
同
楽
し
み
に
し
て
日
々
皆
で
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。 

 
 

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
ば
か
り
で
す
が
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
達

の
身
体
の
続
く
限
り
お
伺
い
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
明
日
に
向
か
っ
て
ひ
ま
わ
り
一
座
」 

 
 

ひ
ま
わ
り
一
座 

 
 

 
 

 
 

代
表 

西
田
麗
子
様 

 

「
貴
船
園
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
」
内

日
の
里
よ
り
ま
い
っ
て
お
り
ま
す

「
ひ
ま
わ
り
一
座
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

女
性
ば
か
り
で
結
成
し
た
「
ひ
ま
わ

り
一
座
」
も
早
や
８
年
の
月
日
が
流

れ
年
末
の
お
誕
生
日
会
に
お
じ
ゃ
ま

し
た
時
、
皆
様
の
笑
顔
と
拍
手
に
出

逢
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
私
達
は
殆
ど
が
農
家
の
嫁
で
す
。

農
作
業
の
合
間
の
つ
か
の
間
の
ス
ト

レ
ス
解
消
の
場
で
あ
り
、
仲
間
と
の

繋
が
り
の
中
で
明
る
い
輪
が
広
が
り

明
日
へ
の
活
力
と
な
る
の
で
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
」
「
踊
り
」
「
皿
回

し
」
「
お
手
玉
」
「
琴
演
奏
」

「
コ
ー
ラ
ス
」
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
」
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
お
楽
し
み

下
さ
い
ま
せ
。 

私
達
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
明
る
く
、
楽

し
く
、
元
気
よ
く
」
い
く
つ
に
な
っ

て
も
体
の
続
く
限
り
、
皆
様
と
共
に

楽
し
い
希
望
あ
ふ
れ
る
「
ひ
ま
わ
り

一
座
」
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
貴
船
園
」

の
皆
々
様
の
益
々
の
御
発
展
と
健
康

と
御
多
幸
を
い
つ
も
祈
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
う
つ
い
の
里
、
に
こ
に
こ

市
場
」
に
も
遊
び
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
。
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

 平成26年度の行事も地域・ボランティアの皆様のご協力により無事終えることができました。誕生会では
地域でご活躍されている団体による歌や舞踊、楽器演奏などで盛り上げて頂きました。移動介助登録ボラン
ティア様には入居者様に優しく寄り添って行事を支えて頂きました。心より感謝申し上げます。平成２７年
度も引き続きよろしくお願い致します。 



 

「笑
顔
と
共
に
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
り
が
み
講
師 

 

石
津 

直
美
様 

  

月
に
一
度
、
お
り
が
み
ク
ラ
ブ
で
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
今
年
で
十
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
毎
月
「
何
を
折
ろ

う
か
な
。
」
と
考
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
て
、
簡
単
で
、
出
来
栄
え
が
い
い
も

の
を
と
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
毎
月
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
模

造
紙
2
枚
を
貼
り
付
け
た
大
き
さ
の
紙
に
、
お
年
寄
り
に
皆

さ
ん
が
折
っ
た
折
紙
を
貼
り
付
け
て
、
季
節
感
を
大
切
に
し

た
作
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
折
紙
を
折
る
回
数
は
3
回

か
ら
5
回
く
ら
い
で
出
来
上
が
る
よ
う
に
心
が
け
て
考
え
て

い
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
私
の
考
え
る
折
紙
に
は
、
い
つ
も
ク
レ
パ
ス
で

顔
を
描
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
ゆ
っ
く
り
と
、
じ
っ
く
り
と
ご
自
分
に
よ
く
似

た
表
情
を
お
書
き
に
な
る
の
が
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
折
れ
る
と
か
、
角
が
合
っ
て
い
る
と
か

は
大
事
で
は
な
く
て
、
参
加
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
が
笑
顔
で
「
楽
し
か
っ
た
ま
た
参
加
し
て
み
よ
う
。
」
と

思
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
、
共
に
喜
び
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
連
れ
出
し
や
、
折
る
こ
と
作
る
こ
と
へ
の
補
助
も

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
る
の

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ
の
終
わ
り
に
、
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
歌

を
歌
い
ま
す
。
昔
か
ら
歌
わ
れ
て
い
る
童
謡
や
唱
歌
な
ど
を

手
拍
子
と
共
に
声
高
ら
か
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
な
が

ら
歌
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
に
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
共
に
ひ

と
時
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
出

来
上
が
っ
た
作
品
は
、
職
員
室
の
廊
下
の
壁
に
飾
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
折
紙
一
つ
一
つ
を
ご
覧
下
さ
い
。
い
ろ
ん
な

人
が
笑
顔
と
共
に
生
き
ら
れ
る
。
そ
ん
な
毎
日
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

運動会のパン食い競争に参加 

http://3.bp.blogspot.com/-15rYRDnmh-g/UZSscolCRTI/AAAAAAAAS0U/UfS9-sh4hL4/s800/ojiisan_kurumaisu.png
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://manabi7.com/syumi/017.html&ei=nSP1VJKCCMa2mwXts4HgBQ&bvm=bv.87269000,d.dGY&psig=AFQjCNHWkT8r0srJSDbtTQ3kFiBA4hOrcg&ust=1425437960803500


亀田 ゆき様  96歳 
かめだ   

 三味線の音楽聞くと今でも体が反応するという亀田ゆき様。インタ
ビュー中、「夏祭りの時は何か披露しようかしら」と早くも来年の夏祭り
のお話まで飛び出しました。いつも姿勢よく凛としていらっしゃいます。 
 心は今も踊りを始めた少女の頃のまま、変わらない熱意を持って踊りに
向き合っていらっしゃるようです。 
 魅力的な踊りの世界…。演芸会や夏祭り、皆様も一緒になって踊ってみ
ませんか？ 
 

 18歳ぐらいから東京でお踊りを教わって50歳ごろから人に踊りを教え
ていたね。先生は若柳流の家元若柳吉三郎先生です。昔は先生たちが厳し
くてね、いつでも長い竹をもってね、間違った姿勢をとったときは叩かれ
たよ。しなやかな竹でバーンってね。痛くはなかったけどね。踊りは身体
で覚えたね。 
 先生がね、言いよったよ。見込みがあるから教えるんだって。見込みが
なかったら怒らんってね。教えるつもりがなければ月謝だけもらっとけば
いいんだもんね。 
 
 座り方から怒られるもん。姿勢でね。バーンて叩かれるもん。最後は物
差しを胸のところに入れられてね。下を向くと顎に刺さって痛いの。 
 踊りを覚えた後、はじめは個人で教えていたんだけどね。福祉センター
で先生をしないかと声をかけられるきっかけがあってね。ある踊りの発表
会のときによその先生が見て「奥さん踊られますか？」って言うんで「踊
りますよ」って答えたら「うちは先生がいないんでやってください」って
言うことで「じゃあ」となったんよ。 
 その方は元役者で福祉センターで教えてたらしいんだけど、お芝居の役
者だから普通の踊りは教えられんということで、私に声をかけたんだって。 
 
 どんな踊りを踊ってたかって?昔の旧舞踊（三味線の踊り)からだんだん
と新舞踊になったね。ちょっと音楽を変えて「別れのブルース」とかに合
わせて踊るの。みんなが踊りやすいでしょ。昔の踊りは難しいから。旧舞
踊は頭・肩・膝・腰でしょ?新舞踊はそんなにいらない。まあスタイル良く
と。とりあえずかっこよく踊れればいいのよ。 
 
 昔は娯楽がないからね。踊りが凄く流行ったの。みんなが勝手にテープ
を持ってくるの。「先生これ振り付けて、振り付けて」って。それだから
みんなが踊りやすいように振り付けてあげるの。 
 でも80になってからやめたの。形がとれない。踊りはどうしても形で
しょ。私がびっこ引くとおんなじように皆がびっこひくの。「あんたなん
ていう格好をするの」と言ったら「先生があんなにしてるから」と。これ
じゃあもうと辞めたの。 
 
 昔は貴船園に慰問に来てたのよ。だからここでお世話になることになる
とは思わなかったの。久しぶりにお世話になったら建物が立派になってて
ビックリしたよ。 
 毎年夏祭りの時に踊りに来よったよ。下関音頭をみんなで輪になって
踊ったね。音頭はいいね。皆が踊れるから。喜んでもらったもの。 
踊りは楽しいの。喧嘩しとってもね知らん間に仲直りしてる。踊ってるう
ちに振り付けがわからなくなるけど、どうやって踊るのか話し合ってるう
ちに、いつの間にか仲直りしてるの。ほんとに踊りはいいものよ。」 
 
 

  今回のセピア色の風景、主役は踊りの大好きな亀田ゆき様。インタ
ビューにも軽快な口調で答えてくださいました。 

（特別養護老人ホーム介護職員 田村香南子） 

職員に気軽にあいさつを 
してくださいます米田さん 

ボランティア様（右）と 
囲碁を楽しまれています 

毎日、職員と穏やかな
時間を過ごしています 

「本当に踊りはいいものよ」 



 私たち調理室は管理栄養士１名、栄養士１名、調理員7名、調理員
パート7名、洗浄パート3名の19名が在籍しています。様々な年齢層が
いることで話題も豊富で、毎日笑顔の絶えない調理場です。 
朝・昼・夕と入居者の皆様の食事を旬の食材を存分に使って、目で見

ても食べても美味しい料理を目指して、365日みんなで奮闘しています。
朝と夕は約110食、昼はデイサービスを含め約140食を作っています。 
今回はこんな調理室をご紹介致します。 

新鮮な野菜・魚・肉の納入後、下処
理室で使用分のキロ数を計り、野菜
の皮を剥いたりと下処理を行います。 

野菜の切り込み作業を行ないます。
皆さんが食べやすいように意見を
出し合いながら料理に合わせて切
り方を工夫しています。 

大きな回転釜は煮物や炒め物
など幅広い料理に使います。
調理員は、顔を真っ赤にしな
がら料理をしています。 

一度に3キロから4キロのお米を炊
くので、炊飯器は大きなものを使用
しています。釜を開けると、炊き立
てのご飯の良い香りが漂います。 

出来上がった料理は、盛り付け台で
迅速・丁寧に盛り付けします。どう
したら美味しく食欲の湧くような盛
り付ができるか、日々話し合いなが
ら工夫しています。 

食器を洗う洗浄室という部
屋があります。一年中暑さ
との戦いの中、パートさん
が気持ちの良い挨拶と、元
気な笑顔で働いています。 

配膳が整うと、いよいよ皆さんのところにお食事が届きます。栄養士、調理師が各フロアまで運んでいます。時に
はお食事の支援をさせていただいたり、お話をしながら食事に関することから日常のことまでいろんなことをお話
しています。食事の形態は、常食・やわらか食1・やわらか食2・とろみ食と一人ひとりの咀嚼・嚥下機能に合わ
せた物を提供しています。年々介護度が上がり、それに伴ってソフト食の必要性が高まっています。                             

（管理栄養士 原絵利子） 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

4.5.6… 

クリスマスメニュー 
  （普通食） 

クリスマスメニュー 
  （とろみ食） 



 デイサービスでは毎月の工作を利用者様と一緒に作って掲示をさせていただいています。折
ることが得意な方、はさみ等で切るのが得意な方などおられるので得意な分野で作業分担をし
て1つの作品を作り上げています。 
 デイサービス利用のときに、工作の道具を持参され作られている方もおられます。銀紙を
折った物を組み合わせた白鳥や、壁に取り付ける暖簾の飾りなどを作られています。 
 工作を行い手を動かす事で認知症の予防や、季節のものを取り入れた工作を行い、季節を感
じてもらえるように工夫しています。         （デイサービス介護職員 岡崎歩） 

作品の前で記念撮影 節分の壁画作り バースデイケーキ作成中 

はまゆう会様による三味線・尺八演奏 

コスモスの壁画 

カラオケボランティア様とカラオケを楽しんでいます！ 

すすきの会様による三味線演奏 
ホアロハ様によるフラダンス 
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 村上様、いつも献立を一緒に考えて下さり有難うございます。「今日は何にしようかな。」とヘル
パーに気を遣いながらその日の体調や気分を伝えて下さり大変助かっています。 
訪問介護の中でも最も難しいのが生活援助のひとつでもある食事作りです。身体状況や介護のやり方
などはある面でマニュアルができ、やればやるほどなれて上手になっていくことができます。しかし、
食事作りの援助は、個々の好みやこだわりなどの習慣があり、また一人ひとり違うので、マニュアル
化ができないのです。ヘルパーは栄養面に気を配りながら、利用者様のこだわりを大切にしつつ毎日
の食事を提供しています。 
 これからも、その日の村上様の体調や意見、ご要望をお聞きしながら在宅生活を支えていきたいと
思っています。                     （ヘルパーステーション 岡山悦子） 

登録ヘルパーと村上様 

いつも「おいしく頂ました。」と優しい笑顔と気遣いの言葉、本当に感謝して
います。豊富な人生経験の話暖かい接し方は本当に勉強になります。少しずつ
ですがお料理上達していくよう努力していきます。   （肱岡ヘルパー） 

「食が細く今日の食欲はどうかな？」と思いながら訪問しています。一口でも
多く召し上がってくださいネ。            （太田ヘルパー） 

いつも感謝とお褒めの言葉ありがとうございます。末永くご自宅で過ごせま
すように。                   （田村ヘルパー） 

 平成20年５月から貴船園居宅サービスをご利用者のA様よりご意見を頂きました。居宅介護支援事業所（介護
支援専門員）について思うことを聞いてみました。             （介護支援専門員 山本里沙） 
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快くインタビューに答えて下さった
A様。先日、お亡くなりになられま
した。ご逝去を悼み、謹んでお悔や
み申しあげますとともに、心からご
冥福をお祈りいたします。 

い
つ
も
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 



集 編 後 記 
 医療･福祉･介護職は、知識、経
験、スキルが求められ、大変な仕
事でもありますが、誇りを持って
働けるやりがいのある仕事です。
その実践力は日々の積み重ねだと
つくづく思います。今後も、研修
や資格取得など自己研鑽していく
とともに、利用者様が体だけでは
なく心も元気になれるような環境
作りを目指していきます。 
 貴船福祉ケアセンター広報委員会 

演芸会（はまゆうコーラス） 

ボランティア懇談会 

誕生会・演芸会 

演芸会（老人大学） 芋植え 

花見（戦場ヶ原公園） 

折り紙クラブ 

誕生会 

演芸会（絃照会） 

玉ねぎ収穫 

誕生会 

生花クラブ 

 5月 8日（金） 

 5月20日（水） 

 4月24日（金） 

 5月15日（金） 

 4月13日（月） 

 4月24日（金） 

4月 3日(金） 

 4月23日（木） 

生花クラブ 

折り紙クラブ 

第一幼稚園来所 

 5月22日（金） 

 6月 4日（木） 

 5月21日（木） 

 5月26日（火） 

 3月13日（金） 

 3月26日(木） 

 3月16日（月） 

物故者慰霊祭 

誕生会 

第一幼稚園来所 

 6月12日（金） 

 6月25日（木） 

 6月 5日（金） 

 6月18日（木） 

折り紙クラブ 

貴船園運動会 ショピング 
ご家族と一緒に 

野外食 

みかん狩り 

長府庭園 
紅葉見学 

職員忘年会 

第一幼稚園来園 

生花クラブ 

クリスマス会 
餅つき 

文化祭 
フリーマーケット 


